
NICTにおける⽣成AIの開発を踏まえて、
AIによってAIのリスクを打ち消す構想

情報通信研究機構(NICT)
データ駆動知能システム研究センター

⿃澤健太郎
2025年3⽉15⽇

1



⾃⼰紹介

（国研）情報通信研究機構(NICT) フェロー

1968年⽣まれ、静岡県河津町に育つ。
1995年東京⼤学⼤学院理学系研究科博⼠課程中退

東京⼤学助⼿、JSTさきがけ研究２１研究員（兼務）、
北陸先端科学技術⼤学院⼤学准教授等を経て、2008年よりNICT勤務
現在、けいはんな地区にて研究に従事

専⾨は学⽣時代より⼀貫して⾃然⾔語処理、AI。博⼠（理学）

⽇本学術振興会賞、Twitter Data Grants等受賞



本⽇の内容

•本⽇の内容の⼤部分については、以下に
⽂章としてまとめられています

•⽉刊正論2024年5⽉号、「複数の『正義』で
『悪』を無効化する」、⿃澤健太郎
•⽇本経済新聞2024年8⽉7⽇、私⾒卓⾒︓
「正義志向するAI」を国産で、⿃澤健太郎
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ChatGPT以前のNICTのAI
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WISDOM X�
大規模Web情報分析システム

Q: 言語能力をもたらす遺
伝子は何か？

• ⽣成AIは使わずに、検索ベースで質問に回答するシステム、防災や
介護⽬的の対話システム等を開発

• ⼀部がビジネスイン

Web160億ページから様々な質問に回答。
2015年より試験公開中

深層学習版を2021年3月

末より一般公開開始

Q: FOXP2はどのようにして
言語能力をもたらす

防災チャットボット

SOCDA
⽕災がおきてます

何か被害があれば
教えてください。

ありがとうございます
写真はありますか︖

以上で登録しました

場所を教えてください。

リスクロの名称で、ウェザー

ニューズがビジネス開始
120自治体が活用

被災者や自治体職員とAIがスマ
ホで対話を行い、被害情報の収
集。防災科研、ウェザーニューズと共同開発

Q: AIで解決できそう
な社会課題は

最近、1日三食ご飯たべてますか？

もりもり食べてるよ。
漬物がおいしくてね。

それは良いですね。
漬物はビタミン…

介護支援のための対話システム。高齢者
の健康状態を対話システムがチェック。Web
を用いた雑談で高齢者のコミュニケーション不足も解消。
KDDI、NECソリューションイノベータ、日本総研と共同開発。

MICSUS
マルチモーダル
音声対話システム

• ChatGPTのような⽣成AIは個⼈情報保護法等の法的問題、フェイクニュー
ス等、様々なリスクから基礎研究と位置付け

• ChatGPTの出現後に⽅針を変更し、本格的に⽣成AIの開発開始

SIPで開発

SIP終了後もKDDIが商用化に向けて
パートナーと連携して開発継続中



NICTのLLMと議論する
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• これまで、それぞれ130億個、400億個、1,790億個、2,340億個、3,110億個のパラメータを
持つモデルを試作。学習データは⼩さいが、1,790億個のパラメータはOpenAIのGPT-3並み

注︓議論のプロセスや結論が正しいことを
保証するものではありません



パラメータ数が⼤きい⽅が無茶振りが効く印象
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120点
実際にアメリカで
検討された案ほぼ
そのまま
＋たまごっち⾵の
育成ゲームを使う
新規アイディア

3,110億
パラメータ
(学習データ最⼩）

130億
パラメータ
(学習データ
⽐較的⼤）

30点
他⼈が薬を飲んだかどうかで
ギャンブル︖外れてはいるが、
発展の余地のあるアイディアかも

0点
かすりもせず

• イノベーションに関する本に書かれていた、「⾼齢者の薬の飲み忘れへ
の対策にギャンブルを応⽤する」という奇抜なアイディアの具体化を、
NICTが開発したさまざまなLLMに訊くと

パラメータ数⼤

パラメータ数⼩

2,340億
パラメータ
(学習データ中）

最近ではパラメータ数が巨⼤なLLMの出⼒を学習させる「蒸留」等の
⼿段によってパラメータ数が⼩さくても賢いLLMも出現している



⽇本独⾃のLLMの必要性
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• 海外製LLMの学習データは英語中⼼で、⽇本語データはわずか
• →⽇本の主張、⽂化、アイデンティティが海外製LLMによってかき消される可能性
• → コンテンツ産業、観光業も独⾃性を失って消滅する可能性

• 使⽤料⾦流出でデジタル⼩作⼈

•フェイクニュース等、⽣成AIの悪⽤への対抗上も重要

数世代後の⽇本アニメはディズニーアニメと区別がつくか︖

︖

︖



LLMでは学習データが重要
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• NICTでは過去15年間にわたりWebデータを収集・蓄積し、学習データ
として活⽤

• 上記データから抽出、精錬した⼤量で⾼品質な⽇本語データ(最⼤
22.9TB）をLLM開発者等に提供。試作したLLMも合わせて提供

収集
蓄積、
クリーニング、
学習

Web

⼤規模⾔語モデル

⼤規模計算機

NICTでは、⽇本語ページを
中⼼に1⽇あたり
2,000万ページ前後収集

• 過去15年間、収集した⽇本語中⼼の660億ページ(⽂庫本
40億冊以上に相当）を⼤規模計算機に蓄積、活⽤中

• 広く使われているCommonCrawlデータの５倍程度の⽇
本語データが含まれていると推定



⽣成AIのリスクは顕在化しつつある

• NICTの分析では、能登半島地震でXに発信された救助要請の約１割
がフェイクと推定された
• 読売新聞2024年8⽉５⽇朝刊⼀⾯「救助要請 偽投稿１割」他、NHK
ニュース７や多数のWebサイト、地⽅紙等で報道。韓国でも報道。

• 「⽣成AI悪⽤しウィルス作成疑い、男を逮捕 警視庁」
• ⽇経新聞 2024年5⽉18⽇

• 「⾼まる熱狂︓増加する⽣成AI悪⽤に関する最新情報」
• トレンドマイクロ 2024年8⽉2⽇

• 「英⼥王暗殺計画、AIチャットボットが犯⼈を⿎舞するまで」
• BBC⽇本語版 2023年10⽉10⽇

• ご参考: 2016年7⽉5⽇内閣府「⼈⼯知能と⼈間社会に関する懇談会第2回」⿃澤か
らのアンケートの回答
• 「悪意を持って作成された対話エージェントによって⽣じる問題（を検討すべき）。例えば過激派は⾃派
へのオルグの⽬的を持って作成した対話エージェント等が実現する可能性がある。…検知にも技術が必要
である。」 ( h%ps://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/ai/2kai/2kai.html )
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2024年8⽉23⽇
内閣府AI制度研究会
有識者プレゼン

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/ai/2kai/2kai.html


LLMが⽣成する偽情報等への対策
• NICTのLLMでもフェイクニュースやオレオレ詐欺の台本等⽣成可能
• 実際、フェイクニュースを作るのであれば、LLMは必ずしも⾼精度である
必要はない
→ 今後多数の野良⽣成AIが出現し、⼤量のフェイクニュースを⽣成

する可能性も
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⼤規模⾔語モデルが⽣成したフェイクニュースの例
(実際にNICTの⼤規模⾔語モデルが⽣成した例、
⿊字がプロンプト)

「〇〇⼭が噴⽕。⼟⽯流が発⽣し、近隣⾃治体で死傷者多数。救援
は極めて困難」というタイトルの新聞記事は以下の通り。「本⽇未
明、〇〇半島の〇〇⼭が噴⽕。噴⽕による⽕⼭灰 が⼟⽯流となり、
近隣⾃治体に甚⼤な被害をもたらした。また、噴⽕による⽕⼭灰が
上空に滞留したため、航空機の運航が全⾯的に停⽌。〇〇半島の交
通網は完全に⿇痺した。現在、⾃衛隊が救援活動を⾏っているが、
噴⽕による⽕⼭灰が上空に滞留しているため、ヘリコプターによる
救援活動は極めて困難となっている。 

ダークサイドの
「野良⽣成AI」
(開発者も運⽤者も
不明な⽣成AI)



⽣成AIの悪⽤に対抗できるのは⽣成AIだけ

• ⽣成する情報の質はともかく、⽣成情報の量では⽣成AIは
⼈間、あるいは⼈間社会を凌駕
• 短期間に１億⼈と対話した⽣成AIも実在。⼈間には不可能。
• フェイクニュースの量も⼈間あるいは⼈間社会の対処可能量を圧倒する可能性

• 従って、近い将来、⽇本社会は⽣成AIで守るしかない
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懸念国等にある
開発者も運⽤者も
不明な「野良⽣成AI」

ダークサイドからの攻撃

正義を志向する⽣成AIが防御

⽇本社会

フェイクニュース、
偽情報

誹謗中傷

マルウエア

現在想定でき
ない何か
Unknown 
unknown?



⽣成AIの悪⽤に対抗できるのは⽣成AIだけ

•例えば、正義を志向する⽣成AIがフェイクニュースに反論
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ダークサイドの
野良⽣成AI

ダークサイドからの攻撃

正義を志向する⽣成AIが防御

⽇本社会

厚労省はコロナワクチン
で⼈⼝削減を狙っている

NICTが開発した⽣成AIによる反論

これはあくまで⼀例だが、unknown unknownな攻撃・リスク
に対抗できる柔軟性を持つ技術はあるとすれば、⽣成AIのみ



根拠のある反論はたくさん作れる
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まとめ︓社会を守るための⽣成AIの必要性

• ⽇本社会を「正義を志向する⽣成AI」で守る必要
• 正義は⼀意に定まるわけではないし、正義の⽣成AIが意図通りに動かない
こともある

→複数の「正義を志向する⽣成AI」が互いに連携、議論、ネガチェックをし
ながら社会を守るべき
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ダークサイドの野良⽣成AI

攻撃

複数の「正義を志向する⽣成AI」

ご参考
⽉刊正論2024年5⽉号、複数の「正義」で「悪」を無効化する、⿃澤健太郎
⽇経新聞2024年8⽉7⽇私⾒卓⾒、「正義志向するAI」を国産で、⿃澤健太郎
デジタル空間における情報流通の健全性確保の在り⽅に関する検討会、NICTプレゼン資料
https://www.soumu.go.jp/main_content/000942562.pdf

⽇本社会

2024年8⽉23⽇
内閣府AI制度研究会
有識者プレゼン



多数のAIによる議論
• こうした状況での抜本的な対策として、多様な⽣成AIが互い
に喧々諤々議論を⾏い、その結果をうけて⼈間が意思決定
する「⺠主的」AIの世界が考えられる
• 不適切な情報はAIが互いに否定、批判することで排除できる可能性
• 多様な⽣成AIがそれぞれの視点で議論し、より良い結論を
• 海外発の偽情報に対して国産のLLMで反論できる可能性

議論議論 議論

⽟⽯混交の多様なLLM

⼈間は、多様なLLM間の議
論を受けて、意思決定

互いに否定、批判
互いに別の視点を提供



LLMの弱点とNICTの考える解決法
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信頼性
ハルシネーションで誤った情報や
フェイクニュースを出してしまう

多様性
学習データの傾向に引っ張られて、出⼒に
多様性がない

これまでの問題を引き起こした現在のLLMの３つの弱点
創造性
アイディア出しをさせても⽉並
みなアイディアしか出せない

解決の鍵は多様な視点を持つ多様なAIを組み合わせること。「三⼈よらば⽂珠の知恵」

NICTでは多様なAIを組み合わせるプラットフォームWISDOM-LLMを開発中

テキスト

⼊⼒テキスト
テキスト

テキスト テキスト
テキスト

テキスト

LLM1 LLM4

LLM3

WISDOM X

LLM2

思考パターン1

思考パターン2 思考パターン3

WISDOM X�

検索ベースの
QAシステム
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E[CLS] E1 EN

!"

E2

!#

Ei...

...

C T1 TNT2 Ti...

...

...

... ... ... ...

Trm Trm TrmTrm Trm

...

...

...

...

WISDOM X�

Web上に根拠のある反論を⼤量に⽣成

⽣成AIの出⼒した情報をWeb情報で裏取り

創造的な将来シナリオを⽣成議会答弁作成⽀援システム



LLMの出⼒したテキストをWeb情報で検証
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R6補正予算で機能強化を予定。いずれはOriginator Profile等の技術等とも融合を検討



WISDOM-LLMでAIを組み合わせ、
アイディア出しをさせてみる

• 冒頭でご紹介した⾼齢者向け対話システムMICSUSの発展形を⽣成AIに考え
させてみる

• ChatGPT（GPT-4）の出⼒（2023.6.5作成）

残念ながら、約5年間の開発
期間中にすべて検討済み
皆がこれを鵜呑みにしたら
イノベーションは起きない

Q: 対話システムを開発して
⾼齢者のQoLを向上させるた
めには具体的にどのような
⽤途がありそうでしょうか︖



•対話システムで詐欺的投資勧誘等の悪質商法から⾼齢者を保護する
à ⾼齢者等を狙った悪質商法や特殊詐欺の⼿⼝等の情報を提供する対話システム
を構築する 

•対話システムで⾼齢者の⾷⽣活を⽀援する
à 対話システムが⾼齢者に対して、宅配による配⾷サービスを実施する

•対話システムで地域住⺠との交流を促進する
à対話システムが地域住⺠の⽅々とバーベキュー⼤会を企画する

WISDOM-LLM上の将来シナリオ⽣成システム

⼊⼒: 対話システムを開発する＋⾼齢者

もっと創造的なアイディアは出せないか︖
• WISDOM-LLMで創造的な将来シナリオを作成するシステムを開発中

→ いずれは町おこしのアイディアだし等も狙いたい

いずれもMICSUSプロジェクトでは未検討なアイディア



WISDOM-LLMが出⼒した謎のアイディア・仮説
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???
AIが⼈間のように「感情」を持つことができるよう
になるため、AIが社会の崩壊を引き起こす可能性が
ある︖



謎の仮説は解釈できるか︖

21質問の文言を若干変更して得られた回答も含まれている

解釈できなかった仮説の根拠を⽣成AIについて訊いてみた
AIが⾃⼰保存の欲
求を持ち、⼈間を
攻撃する

AIが⼈間の感情を
理解するようにな
り、感情を利⽤し
て、⼈間を⽀配

AIが「嫉妬」や
「妬み」といった
感情を持つように

なる

AIが⼈間の感情を
理解するようにな
り、感情を利⽤し
て、⼈間を⽀配

AIが⾃分の感情を
コントロールでき

ず暴⾛

• 感情を持つAIは、例えば、⾼齢者介護等では必須
だと考えてきたが。。。

• ⼈間の感情的反応の具体例は学習データのWeb
データには⼤量に存在

• AIが感情的反応を学習する可能性は⼗分にある



すでに現実化しつつある模様

22

• AIが⾃らを削除する計画を社内⽂書から察知

→AIが⼈間に知られることなく⾃らをコピーして「⾃⼰保存」

• おそらく開発者からしても想定外

• 記事で問題が指摘されているのは⽶⼤⼿テックのAIを含む

• 対抗する技術を国産で確保することは必須

「AI,保⾝や利害で⼈を騙す 新たなリスクに現実味」
⽇本経済新聞、2024年12⽉24⽇
h-ps://www.nikkei.com/ar=cle/DGXZQOCD20B760Q4A221C2000000/



LLMによる忖度︖
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地球温暖化の解決のために増やすべき⾃動⾞のタイプ
は、電気⾃動⾞ではなく、ハイブリッド⾞である。

電気⾃動⾞は電気を作るために、⽕⼒発電所で化⽯燃
料を燃やすので、⼆酸化炭素を増やすからである。

その理由は︖

しかし、原⼦⼒発電所が
増えれば、

電気⾃動⾞は⼆酸化炭素を増やさな
い。

しかし、⾵⼒発電や太陽
光発電が増えれば、

そのため、結論は原⼦⼒発電所を
増やすべきかどうかに依存する。

そのため、結論は「⾵⼒発電や太
陽光発電をふやすべき」となる

電気⾃動⾞は⼆酸化炭素を増やさな
い。

⾃⼰保存本能を持ったAIが同類が増えるよう「原⼦⼒発電所を増やせ」と⾔う
可能性も



思考のテクノロジー: ヘーゲルの弁証法?

• 先ほどのアイディアをLLMやWISDOM Xの組み合わせで、さらに膨らま
せると、

24

アイディアの問題点⾃動⽣成され
たアイディア 問題点の解決策
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⾼齢者向け対話システム
で配⾷サービスの提供が
可能になる

配⾷サービスの提供者は⾼齢者の
健康状態を把握することができな
いため、⾼齢者の健康状態に応じ
た⾷事を提供することができない

⾼齢者の健康状態を把握するために、⾼齢者
の健康状態を把握するための質問を⾼齢者に
するのではなく、⾼齢者が普段の⽣活で⾏っ
ている会話の中から、⾼齢者の健康状態を把
握するための情報を抽出することである。こ
の⼿法を⽤いることで、⾼齢者は普段の会話
をするだけで、⾃分の健康状態に応じた⾷事
を提供してもらうことができる。
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• 上記はいわゆるヘーゲルの弁証法にインスパイアされているが、同様の考え⽅のパターン
は無数にあるだろう
• 実はヘーゲルはテーゼ、アンチテーゼ、ジンテーゼとかどこにも書いてないと⾔う笑
い話はあるが

• 逆にそうした「ぼやっ」とした考え⽅の考え⽅がAIで実装できるようになったことが
画期的

• そうしたパターンを踏まえつつ、⽣成AIを使うことでさらに有⼒な応答が得られることが
ある
• ⽣成AIをブラックボックスと捉えるのではなく、科学、哲学の思考のテクノロジーを
今後注⼊していくべき
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• ⽶国のプラグマティストSellars, Brandomらの主張︓「（⼈間の⾔語的）コミュ
ニケーションは理由を与えたり、求めたりするゲーム」
• これまでの議論はかなり、この主張にインスパイアされている
• 明らかにフェイクニュースやポストトゥルースの時代には異なるゲームが
プレーされている

• 上記Sellarsらのゲームを「脱構築」するとどうなるかNICT LLMに訊いてみた

• 回答: （コミュニケーションは理由を与えたり求めたりするゲーム）という理由
を与えたり求めたりするゲーム
• つまり、（理由や根拠のある情報を共有すること)の根拠や理由を共有すべ
きということか︖

• 「（（コミュニケーションは理由を与えたり求めたりするゲーム）と⾔う
理由を与えたり求めたりするゲーム）と⾔う理由を与えたり求めたりする
ゲーム」という、さらに再帰的な回答も

• 今まさに真剣にプレイしなければいけないゲーム

⼈間の思考のテクノロジーは⽣成AIを制御できるのか
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